
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

14:00 ～元旦礼拝早天祈祷会6：00~

来週の奉仕者
（１２月１２日）

唯恵 伝道師
河島 稜
淺野 恵子
楢村 明子

山本 麻美
牧 三貴子
秦泉寺 朗子
牧 三貴子
西嵜 達也
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今週は…Ⅱテモテ2章  ヨブ 32章

　～リビングライフより～

「三つ撚りの糸」「三つ撚りの糸」
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代表祈祷　
献 　 　 金

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ
アッシャー

要約（次週）
ｺﾗﾑ（次 週）
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聖 日 準 備
（ 消 毒 ）

食 事
片　付　け

森田毅　新開陽

小根久保ゆう太

カウントダウン

李宰昇

湯浅八重子

（ ２０２１年１１月２８日 ）

（要約者： 西嵜  真由美）

誕生者のお祝い
チャーチミーティング

　今日は預言者ハバククについてみていきましょう。彼は南ユ
ダ王国の最後の数十年間を生きた預言者でした。神から完全に
離れ偶像礼拝をし堕落し続けた南ユダは間もなくバビロンに滅
ぼされるとい神様からの預言を伝えなければならなかったハバ
クク。他の預言者と彼の大きな違いは民に預言を伝える前に神
と議論をしてる点です。特に３章は「ハバククの詩編」と呼ば
れています。詩編と言えばダビデですが、ハバククも神様に自
分の心のうちを包み隠さず神に祈り、そしてその祈りは信仰告
白への賛美に変えられています。この議論のプロセスは私達の
祈りの生活にも見習うべき点がありますね。2章 3節に『待て』
とあります。ここの『待つ』というのは、『休む・安息する』と
いう意味があります。 神様の揺るがない計画、希望がある事を
信じて、『休み・安息の中で』かえって神様を待ち望んでいく事
が大切です。 ハバククはこの書の最後に神への信仰告白をして
います。『私は主にあって喜び躍り、わが救いの神にあって楽し
もう。』待つ信仰とはこのような姿勢です。そして神の御手の中
で安息し約束の御言葉を握りましょう。『この幻は、定めの時に
ついて証言し、終わりについて告げ、偽ってはいない。もし遅
くなっても、それを待て。必ず来る。遅れることはない。』アー
メン！納得することより、信じて決断することを選んでいきま
しょう！

牧 一穂 牧師
河島 稜  
全本 みどり
西嵜 真由美

　

12 月の誕生者
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ふるさと
クリスマス
フェスティバル

クリスマス礼拝

　この世の中において「死」というものは悲しいことなのですが、私達にとっ
ては既に分かっていることでもあります。「召天」という言葉は「召される」
＝「呼ばれる」ということです。「召される」時が必ずくるからその人が生
きていた事が良く分かります。まさに私達にとっての生死感を確認するの
が召天者記念礼拝であり、葬儀なのです。死というのは繋ぐものであり私
達の人生をもう一度照らすものなのです。

　モーセは捨てられた人でした。ユダヤ人を殺してしまえと当時の王ファ
ラオが言ったので赤ん坊だったわが子を母親がこっそりと川に流して助け
られた子がモーセでした。ファラオの妻に拾われたモーセは王の息子とし
て育てられたのですが、自分がユダヤ人だと知ってしまいます。ある時、
目の前で自分の同胞がエジプトの兵隊に殺されてそうになり、兵隊を殺し
てしまうのです。追われた彼は荒野に逃げていきます。それから 40 年、
彼は羊飼いとして生活していました。モーセが80歳の時に神に召命を受け、
再び自分の同胞を助けに行きます。詩編 90 編の中には救い出した 300 万
人を引き連れて荒野を行くときにうたったと言われています。エジプトの
民はモーセによってひかれていく中で文句ばかり言い出します。寒い、熱い、
パンがない、腹が減った、生きていけない、まるで私達の人生のようです。
一時良くなっても、少し悪いことが起こるとすぐ文句を言う、そして同じ
失敗を何度も繰り返してしまうのです。
『あなたは私たちの不義を御前に、私たちの秘めごとを御顔の光の中に置か
れます。まことに、私たちのすべての日はあなたの激しい怒りの中に沈み
行き、私たちは自分の齢をひと息のように終わらせます。私たちの齢は七
十年。健やかであっても八十年。しかも、その誇りとするところは労苦と
わざわいです。それは早く過ぎ去り、私たちも飛び去るのです。だれが御
怒りの力を知っているでしょう。だれがあなたの激しい怒りを知っている
でしょう。その恐れにふさわしく。それゆえ、私たちに自分の日を正しく
数えることを教えてください。そうして私たちに知恵の心を得させてくだ
さい。帰って来てください。主よ。いつまでこのようなのですか。あなた
のしもべらを、あわれんでください。どうか、朝には、あなたの恵みで私
たちを満ち足らせ、私たちのすべての日に、喜び歌い、楽しむようにして
ください。（詩篇90：8～ 14）』
当時のエジプトの民は荒野でこのようにして自分の死に直面して初めてこ
れを歌ったといわれます。彼らは荒野で 40 年回りながら、目の前に約束
の地があるのに入れずにそこを迷い続けている中で祈ったのであろうと言
われています。

もし私達に死がなく、葛藤がなければ私達は自分の日を正しく数えられる
ことができません。死というものを正しく見つめ、神が与える「死」の本
当の意味を知った時、そこにある神の愛を見出す事ができます。私達に向
けられている神の愛は、的を外した人生を赦し元に戻し、過去の全ての罪
はイエスキリストの十字架によって贖われている。その事を信じる者はみ
な、地上での旅路を終えた時に永遠のいのちに預かることができるという
ものです。その恵みを「死」を通して知ることができるのです。

　オーストリアの最後の皇帝、ラストエンペラーであったオットー・フォン・
ハプスブルグ。今でもそこに行けばハフスブルグ家がどれだけ栄華を極め
ていたかよくわかります。ハンガリーやその他の地域を治めたその彼の話
が日野原重明先生の告別式で紹介されました。日野原先生は誰もが知る聖
路加病院を建て上げていった方です。そんな彼の告別式でオットーの納骨
の儀式での話がありました。納骨堂の門に立った執事に対して門番の声が
しました。「その門に立つのは誰か」そう聞かれると執事は彼の偉業や治め
た国を答えます「ハンガリーの太閤、クロアチア、トスカーナの太閤である」
ですが「その者は知らない」という声が聞こえます。再び彼の偉業を伝え
るのですが門番は再び「私は知らない」と返してきます。しかし最後に執
事が言いました。「彼は主の哀れみを求める一人の人間であり生き抜いたハ
フスブルグである。」するとその門が開かれたのです。日野原重明先生にも、
またオットーにも素晴らしい偉業があります。しかし天の御国で安らぐの
にその業は全く関係ないのです。神様が見るのは私達が何をしたかではあ
りません。私達を、ただ愛している、それだけです。その人が自らのこと
に気づき、「主よ憐れんでください。」と言えることが素晴らしいのです。
私達は愛されるので愛すことができ、受けるので流すことができるのです。
ですが、美しいとわかっていてもそれができるとは限りませんし、正しい
とはわかっていてもそれを選べるとは限りません。だからこそ、そこで祈
ることができるのです。「主よ私にはできません。どうか私にそれができる
ようになる力をください。」そのように祈ることができるのは恵みです。だ

からこそ、あなたの心を見て頂きたいのです。
今もしあなたの人生が終わるとすればそれで良いでしょうか？ 
「鳥は飛び方を変えることはできない、また動物たちは這い方を、また走
り方を変えることはできない。しかし人間は生き方を変えることができ
る。」日野原先生は、よど号ハイジャック事件を経験し、これからは与え
られた” いのち” として生き方を変え、自分のために死んだ人がいるな
ら自分はそのために生きようと決断しました。聖書ではパウロという人が
投獄され、それでも命がけで宣教をした時に医師であったルカは命がけで
パウロに付き添い助けました。だから自分もそんなふうに宣教師たちが日
本に来て病も恐れずに頑張るなら自分はルカのように彼らを支えよう、そ
う願ったのです。そして戦争の中でたくさんの人が傷つけられるそんな中
で自分は敵でも癒し、助けようと医療を志したのです。それが彼の生涯で
した。

History（His story）彼とはイエスキリストです。
日野原先生は、自分の罪のために十字架に架かり、自分の人生を背負い、
自分の汚なさをも赦してくれたイエスキリストの人生を生きようと心に決
めたのです。歴史とはイエスキリストのストーリーであり、それを私達が
引き継ぐことです。そして故人である彼らも命がけで子どもたちを育てた
人生の中で正しい道を選ぼうと戦い抜いたのです。正しい道を選ぶばかり
ではなかったかもしれません。しかし、その失敗をも私達の模範として残
していったのです。私達は先達たちが生き抜いた道を私の中に生かしたい
と思うのです。「もはや私の内にキリストが生きるのだ」とパウロは言っ
ています。私達はあなたが赦されたように赦し、あなたが愛されたように
愛する生き方を選ぶ事ができます。

　この曲を作ったジョセフ・スクライヴェンは非常に苦難の人でした愛す
る人を続けて失い、母も不治の病になりました。
彼の目の前にあったのは死と病でした。そして自らも多くの痛みと葛藤を
負い精神的にも患っていきます。しかしそのような中で彼は余命わずかな
母に送るいつくしみ深きという曲を作りました。そして、友なるイエスは
いつくしみ深く、その方に祈るのをやめてはならないとうたったのです。
彼の生涯は私たちの目から見れば幸せなものとは言えませんでした。しか
し彼の目線はその痛みの中に向かうのではなく神様がその中でも与えてく
れたいつくしみに目が向いていたのです。後に彼の作ったいつくしみ深き
は日本でも知らない人はいない曲となり、多くの人の人生に変化をもたら
す力ある道具として用いられるようになりました。
　私達の目線とは誰かと比較して幸せか不幸か、誰かと比べて相対的に見
ることぐらいしかできません。しかし神の目線とはそうではないのです。
今日、私達は目線を変えることができるのです。今、不足に目が向いてい
ませんか？しかしそれが素晴らしいものへと向かうことを知っていれば私
達の道は美しいものへと変えられると信じます。

詩篇 90 : 1～14　

最後に…

主よ私をあなたの平和の道具としてください
憎しみのある所に愛を置かせてください
侮辱のあるところに許しを置かせてください
分裂のあるところに和合を置かせてください
偽りのあるところに真実を置かせてください
疑いのあるところに信頼を置かせてください
絶望のあるところに希望を置かせてください
闇のあるところにあなたの光を置かせてください
悲しみのあるところに喜びを置かせてください
主よ慰められるよりも慰め、理解されるより理解し、愛されるよりも愛
することを求めさせてください
なぜならば与えることで人は受け取り、忘れられることで人は見出し許
すことで人は許され、死ぬことで人は永遠の命に復活するからである。

末期の病にかかった人が毎日病床で祈ったとして、今も語り継がれてい
ます。
もし私達が彼のヒストリーを知ることができれば多くの人に良い実を残
し、そしてあなたがこの地で召される最後の時に多くの人々が「あなた
ゆえに今私がいます。」という日が来るはずです。

早天祈祷会6：00~

アドベントⅡ

　先日、ご主人の介護の相談に来られた方がいました。話を聞いて
いると、自宅に 50 才で何十年も引きこもっている長男がいる事が
わかりました。母親として、きちんと息子を育てられなかった罪責
感から問題を隠し、相談も出来ずにこられたようでした。病気の夫
の通院のタクシー代も節約し、ご自身も自転車生活をして息子の為
にお金を残そうと頑張っている事が伝わってきました。人に迷惑を
かけてはいけないと、問題を自分の内側に抱えたまま、元気なふり
をして一人で頑張るのではなくて、助けて欲しいと言える関係があ
る事が本当に大切だと思いました。
　どうせ私は失敗者で駄目なんだと心を頑なにしてしまう事なく、
「私にはこの様な問題があります。助けて欲しい。私の為に祈って
ください。」そう素直に言える事は何と幸いな事かと思います。神
様は私達にその様な関係を作り , その輪の中に一人でも多くの人を
入れて欲しいと願われている事を感じました。
一人ではとても乗り越えられない、解決できない事があるなら、そ
れは、神様が与えてくれたチャンスです。この方も夫の介護まで重
なって、やっと助けて欲しいと言える様になりました。助言を受け
入れ、行動していこうという気持ちになった事で、状況が良い方向
に動き始めました。
「もし、ひとりなら、打ち負かされても、ふたりなら立ち向かえる。
三つ撚りの糸は簡単には切れない。貧しくても知恵のある若者は、
もう忠言を受け付けない年とった愚かな王にまさる。（伝道者の書
4；12～ 13）」
　全てに勝利して下さったイエス様が共にいて下さるので、私も自
分の弱さを隠さず、謙遜になって、無理だと思う時に助けを求めて、
諦めない者であり続けたいと思います。

早天祈祷会6：00~

14 日　岡本克子　　
15 日　田城一愛
　  長谷かをる

早天祈祷会6：00~

20 日　湯浅八重子
22 日    新開未沙子
26 日　山本洋子
31 日    日名陽子

　　20：00~県北祈祷会

Ⅱ ア ド ベ ン ト 礼 拝Ⅱ ア ド ベ ン ト 礼 拝

３日　西嵜結愛　
４日　平澤愛実
　　　平澤義実　　
６日　李宰昇
　

　７日　 三村隆人
　 8 日　 金森清子 
　９日　 草井琴乃
　10 日　森田綾　　

早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

金森清子

田城一愛  長谷かをる

新開未沙子

　

　　　

　　　 

　

早天祈祷会6：00~

ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ17：00~

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~

死は繋ぐもの死は繋ぐもの

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

HistoryHistory

「死」でさえも神の愛

　  各自

       各自

教会礼拝チーム    

三村隆人

岡本克子

　　

ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ17：00~

死は分かつものではなく繋ぐもの

17 日　大岡香奈
　　  　岡本恵美子              
18 日　 森田毅
          　新開陽

　草井琴乃

ｼﾞｮｲﾌﾙ ｷｯｽﾞ15：00~

ｼﾞｮｲﾌﾙ ｷｯｽﾞ15：00~

森田綾

大岡香奈  岡本恵美子

日名陽子

サントピア

　

アドベントⅢ

クリスマスイブ礼拝
クリスマス

誕生者のお祝い 餅つもたれつ感謝祭

山本洋子

モーセの話モーセの話

オットー・フォン・ハプスブルグと日野原重明

いつくしみ深きいつくしみ深き


